
豊かで安心して住み続けられる地域づくりを目指して

学 べ ＜思考力・判断力＞
優しく ＜想像力・表現力＞
逞しく ＜主体性＞

グラデュエイト・ポリシー

カリキュラム・ポリシー
（１）学校教育目標やめざす生徒像実現のため、教科・科目横断的な教育課程の効果的編成に努める。
（２）各系列の趣旨を明確にし、趣旨に基づいた特色ある科目を設定してめざす生徒像の実現を図る教育課程の編成に努める。
（３）語学や起業、地域おこし、福祉など、生徒が将来どのような地域で生活しても、地域社会の一員として地域の課題解決のため様々
な人々とともに取り組みながら自己実現を図ろうとする意欲の醸成を目的とする、地域に開かれた教育課程の編成に努める。

（４）小規模総合学科の弱みを軽減し、強みを活かせるよう、教育活動全般を合理的、系統的に統合する教育課程の工夫に努める。

アドミッション・ポリシー
（１）中学校までに将来の進路目標が見つかっていなくても、本校に入学してから、自らの在り方・生き方を仲間や教員とともに、地域をス
テージとした様々な体験的な活動を通じて探究し、自ら進路目標を決定し、進路実現を果たそうとする生徒。

（２）自らの考えや思いをことばや創作物などのパフォーマンスによって他の人に伝えたり、他の人の考え方や思いをよく見聞きして想像し
たりしながら理解を深め、年齢、性別、国籍や文化の違いを超えて人とのつながりを持ちたいと考えている生徒。

（３）これまで、自分に自信が持てなかったり、自分のよさを見つけられずにいたとしても、高校で身に付ける基礎的･基本的な知識や技能
を様々な体験の場で活用して、自分の良さや活躍場面を発見し、将来自分らしく、たくましく生きていきたいと考えている生徒。

総合学科北海道余市紅志高等学校が目指す資質・能力育成の方策
（１） 関連する科目のまとまりである「系列」及び幅広い選択科目の学習を通じて、自立して生きていくために必要な能力や
態度を身に付けた生徒の育成

（２） 地域との連携・協働等を通じて、地域の課題に向き合い、解決するために必要な資質・能力を身に付けた生徒の育成

スクール
ミッション

◎基本的知識・技能 ◎課題発見・解決力 ◎言語能力

◎協働性 ◎自他尊重 ◎多様性の理解

◎意欲・実行力 ◎責任･使命 ◎健やかな心身
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１ これまで取り組んできた改革

＜１年目＞

〇キャリア教育の重点＝資質・能力の象徴「ソムリエ力」の育成

〇「国際理解」「生産ビジネス」「生活・福祉」の３系列＝系列ポリシー

〇全国募集の検討＝難航

〇３年計画でワインブドウの生産、ワインの醸造・販売計画＝ワイナリーとの
連携

＜２年目＞

〇「安心して豊に住み続けられる地域づくり」を全体テーマ

〇「余市紅志高校をハブとする地域づくりコンソーシアム」設置

「農福連携コンソーシアム」（札幌心療福祉専門学校が主催）に参加

高専連携＝知的障害者の農作業サポートや高齢者の園芸療法の取組

〇有朋高校との学校間連携＝「政治経済」「音楽」「美術」の単位認定

２つのコンソーシアムによる
地域連携協働体制



共生社会の実現 ＜安心して住み続けられる地域づくり＞

農福連携 バリアフリー菜園＋高齢者福祉
高齢者福祉施設「フルーツシャトー」との連携

高齢者福祉施設「かるな」
との連携

施設交流
コロナ禍下でもオンラインでレク

身体が不自由でも車いすでも、園芸を楽しめる
プランター農園の設置、播種、栽培、収穫、調理
までの計画を入所者、所員に提案、企画・運営
を実践しました。

コミュニティーづくり 自ら企画・運営が大切

社会福祉協議会＋地元カフェとの連携



農福連携 障害のある生徒も働いて自立できる地域を
学校間連携
ジャムと木べらセット イオンで販売

余市養護学校との
合同商品開発

札幌心療福祉専門学校＋余市養護学校との学校間連携

地域資源の活用・地域を元気に ＜豊かに住み続けられる地域づくり＞

地域資源活用 商業科目ではラベルの作成も

地域のワイナリーでワイン用ブドウ（ケルナー）を栽培し、収
穫や醸造、ボトリングなどの作業を経て、今年から販売するこ
とができるようになりました。ワインの町として地域の方にワイ
ンに親しんでいただくためにこのワインをどのように活用した
らいいかを考えることを目的としています。

また、商工会議所のと連携で町の商店街を元気にする目的
でスタンプラリーも実施しています。

地元「夢の森ワイナリー」との連携


